
令和 5年度 学校図書館活用推進校実践報告 

新潟市立沼垂小学校 

 

１．今年度の図書館活用の基本方針 

○ 「学習センター」「情報センター」としての機能を高めるために，学習に活かせる資料リスト作成と

情報の活用の仕方（著作権に関わる指導）を行う。 

○ 中学校区で連携した著作権に関わる指導を行う。（統一した啓発ポスターと出典カードを使用。） 

 

２．「学習センター」としての取り組み 

 これまでも，さまざまな学習で図書資料の活用を行ってきたが，より活用しやすいように新たに 2 点

の取り組みを追加した。 

（１）公共図書館資料貸出申込票 

 職員室の司書の机上に用紙を準備し，常に活用できるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）学習で使用した図書資料リストの作成 

 資料の題名や出版社等

の一覧表では，実際の資

料がどのようなものか確

かめるのに時間がかかっ

た。そのため，一目で資料

がイメージできるよう

に，ICT 端末のロイロノ

ートスクール内の資料箱

に，学年・教科・単元別に

画像入りのリストを作成した。 

 

 

 

 

 

 

 



 

３．「情報センター」としての取り組み 

（１）新潟市版「情報活用能力」育成の方針より 

「情報活用能力を発揮しながら学ぶ 自立した学習者のイメージ ICT 端末を活用した学びにお

いて目指す姿」（新潟市情報活用能力育成資料）には，「情報には著作権があることを理解し，正しく

引用・利用している。」と示されている。 

（２）児童の実態 

・国語や社会，総合的な学習の時間等で，さまざまな調べ活動に意欲的に取り組んでいる。 

・本やタブレットで調べたことを書き写したり，コピーアンドペーストしたりするが，出典を明らか

にせずまとめに使っている児童が多い。 

（３）今年度の取り組み 

○ 著作権についてのオリエンテーション 

○ 3年生以上の全学級で啓発ポスターの掲示 

○ 出典カードの指導と活用 

 

４．指導の実際 

（１）著作権についてのオリエンテーション 

   3年生以上の全学級で 10～15分程度のオリエンテーションを実施した。 

指導内容 

3年生 4年生 5年生 6年生 

・国語の教科書「引用」

をもとに説明 

・参考にしたい図書館

資料の紹介 

・「引用」と「出典」 

・他の人の作品を利用

するとき，その考え

方 

 

・目的に応じた引用の

使い方 

・出典カードの記入に

ついて（ウェブサイ

トを含む） 

・引用，出典の関連性 

・著作権について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（２）出典カードの指導と活用 

 出典カードは，紙のものは図書館に，データ用のものはロイロノートスクール内の資料箱（学内共

有）に準備した。また，「インターネット資料の使い方」も作成し，同様に資料箱に入れ，子どもたち

が活用できるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）授業実践（出典カードを活用した授業） 

   別紙参照 

 

 

５．結果と考察 

（１）アンケートの実施 

①児童 

3年生 

 

 

 

 

 

＜職員＞ 

 

 



 

4年生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3年生，4年生とも，オリエンテーションの内容がだいたい分かった児童は，これから生かそうという意

識をもつことができた。（分からなかった児童は，「思わない」と回答していた。）1 回の指導ではなく，調

べ学習のときなどで繰り返し行い，意識付けを図っていく必要がある。 

 

 

5年生                       6年生  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・高学年は，著作権や引用について意識はしている。 

・5年生よりも 6年生が，著作権についての意識が高い。 

 

 

教員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

・著作権の学習後，児童から「先生，出典を書いた方がいいですね。」という発言が聞こえてきた。学習

の成果が出ている。 

・今後，高校や大学などでレポートを作成する際に，引用を明記しないことで単位を取ることができない

で留年という事態に陥ることがある。今の時期からしっかりと著作権について意識付けておくことが大

切だと思う。 

・様々な場面でいつも意識していけるようにしたい。子どもたちはコピペを日常的にしているので，意識

を高めていかなければならない。 

・小学生の段階から「著作権に関わる指導」を行うことの大切さを感じた。特に，これからの情報社会で

生きていく児童のみならず，われわれも学ぶ意義があると考えた。 

 

 

６．今年度の実践を振り返って 

○学習で活用した図書資料をロイロノート（資料箱）にまとめた。学年毎に教科単元別に写真で示すこと

で，どんな資料かイメージしやすいものになった。また，各学年の資料も共有できるようになった。 

○図書館を計画的に活用できるように，国語の教科書の変更に合わせて新たに図書館年間活用計画を作成

し直す必要がある。その際，「読書センター」「学習センター」「情報センター」 で分類する。 

○中学校区で統一して著作権に関わる指導を行ったことで，中学校へ進学しても活用できる良さがある。 

○今年度著作権の指導を改めて行ったことで，子どもたちが調べ学習で「引用」について意識する姿が増

えた。しかし，児童にとって引用の仕方や出典の表し方は難しいので，これからも継続して指導してい

く必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



沼垂小学校 出典カードを活用した授業  例１ 

学年・教科・単元 5年生 総合的な学習 「発酵のまち 沼垂」 

ねらい 

沼垂地域で盛んな発酵食品について，地域の関連する施設を訪ねたり，味噌

作りの体験をしたり，本やインターネットを活用したりして調べることを通

して，地域の良さを実感する。 

指導計画 

全５0時間  第 1次 発酵食品とは何だろう 

第２次 発酵食品のまち・沼垂を探検しよう 

第３次 調べたことをまとめ発表しよう 

授業の実際 沼垂地域で盛んな発酵食品について調べ，まとめる学習を行った。 

第１次 発酵食品について本やインターネットを用いた調べ学習 

 発酵食品とは何か。どんな食品が発酵食品なのか。どのように作られるのか

について，インターネットや本で調べまとめた。しかし，著作権についての指

導をしっかりしていなかったので，児童は，インターネットのものをコピーし

て貼り付けていたが，出典についての記述はなかった。 

第２次 沼垂地域における発酵食品 

地域の発酵食品を扱うところを見学したり，本やインターネットによる調べ

学習をしたりした。 

第３次 調べたことをまとめ発表 

これまで学習したことをロイロノートにまとめ，4 年生に向けて発表する資

料を作成した。著作権についてのオリエンテーションを行った後，さらにイン

ターネットの引用の仕方を知らせた。児童は資料作成時に，インターネットを

引用するときに気をつけ，友達同士で確認し合っていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（子どもたちのまとめの一部） 

成果や課題 「情報を活用する力における成果」 

 総合のまとめだけでなく，ほかの教科でもインターネットからの情報を使用

するときに，「出典をはっきりさせなくては」と児童から気を付けようとするよ

うになった。また，コピーして貼り付けするだけでなく，自分の考えをしっか

りと入れようとする児童が増えてきた。 

「課題」 

タブレットをつかったまとめでは，出典カードはほぼコピー貼り付けができ

るので，活用しやすかった。しかし，本を使った場合文字入力が必要となるた

め，児童から敬遠されがちになってしまった。活用する資料の選択の幅が狭ま

ってしまったように見えた。 



沼垂小学校 出典カードを活用した授業  例 2 

学年・教科・単元 ６年生 社会科 「推しの歴史人物調べ、新聞づくり」 

ねらい 
 これまで学習してきた内容をいかして、児童ひとりひとりが興味のある歴史的事業や人

物（＝推しの歴史人物）について調べ、新聞にまとめることができる。 

指導計画 

全 時間 

第１次 学習内容を知り、推しの歴史人物を決める。 

第２次 推しの歴史人物について必要な情報を調べる。 

第３次 調べた情報を基に、推しの歴史人物について新聞にまとめる。 

授業の実際 （授業の写真・子どもの成果物・活用資料等） 

 自分の興味のある歴史人物を選択することで、児童は学習の意欲を高めていた。そし

て、インターネットや書籍を参考にして、必要な情報を調べていた。 

 インターネットに関する出典カードに記載する際は、作成者やサイト名などを探すことに

はじめは時間がかかっていたが、グループの友達に聞きながら、徐々にスムーズに活動

に取り組むことができていた。 

 

 

 

 

 

 

成果や課題 「情報を活用する力における成果」 

インターネットの情報を鵜呑みにしている子が多く、「情報元は信用できるサイトか

考えること」「公開されている情報がすべて正しいわけではないこと」など、メディアリ

テラシーについて児童が学習する機会となった。 

また、出典カードを活用することで、情報の作成者やサイト名など、サイト内のどこ

を見ればよいかについて、児童が考え、学習する機会となった。 

「課題」 

  外国語での実践同様、サイト名や作成者については見付けにくいことが多い。出典カ

ード内にどこまで記載の必要があるか検討の必要があるように感じた。 

 

 

 

 



沼垂小学校 出典カードを活用した授業  例３ 

学年・教科・単元 ６年生 外国語 Unit5 We all live on the Earth. 

ねらい 

地球に暮らす生き物について考えるために、それら生き物どうしのつながりな

どについて、短い話を聞いてその概要が分かったり、伝え合ったり、話したりす

ることができる。 

指導計画 

全８時間 第 1次 学習内容を知る。 

第２次 生き物の暮らしの言い方に慣れ、クイズを作る。 

第３次 生き物クイズを出し合う。 

授業の実際 単元のゴールをオリジナルの生き物クイズを出し合うことにした。 

クイズに必要な言い方を練習後、自分のクイズにしたい生き物を決め、ロイロ

ノートを使ってクイズ出題のプレゼンテーションを作成した。そのプレゼンテー

ションに使用する写真やイラストをインターネットから引用する場合は、出典カ

ードを活用するように促した。URLのコピーの仕方を説明し、サイト名や作った

人について分からない場合は、空欄でよいことにした。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（子どもたちの生き物クイズプレゼンテーションの一部） 

成果や課題 「情報を活用する力における成果」 

 昨年も同じ活動を行ったときは、出典について記すように呼び掛けなかった。

その時と比較すると、動物の絵を自分で描いたり、フリーの素材を活用したり

する児童が増えた。他の人の写真やイラストを好き勝手に扱わないという意識

を持たせることができた。 

「課題」 

コピー貼り付けなどの作業に慣れている児童はよいが、教科の学習を優先さ

せながら、出典カードの記入を指導するには時間の余裕が必要であった。今後、

このような作業に全員が慣れていくとよいと考える。 

サイト名や作った人については、見つけにくいことが多い。出典カードは、

空欄でよいと伝えても児童は、項目があると書きたくなるようであった。その

結果、作った人を間違えて記入することがあった。出典カードは、児童が作成

したのち、本当に正しい情報なのかを指導者が確認するのは、大変はんさなこ

とである。出典カードの誤記入についてどう対処するのか、検討していく必要

を感じた。 

 


